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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 公平委員会事業 所管部局 公平委員会事務局

1
所管
室課

公平委員会事務局 事業名 公平委員会運営事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和３年度

施策コード 900 施策 その他

1,443
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

公平委員会運営

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

職員の利益の保護と公正な人事権の行使を保障するための中立的な第三者機関として、職員団
体の登録事項の変更や苦情相談の業務を行った。

（１）公平委員会開催回数
令和３年度・・・７回（別途　委員への書面報告　５回）

（２）職員団体の登録事項の変更
令和３年度・・・６件

（３）苦情相談
令和３年度・・・３件

決算額　(千円) 1,443

事業概要

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

決算額　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

公平委員会は地方公務員法第７条第２項の規定に基
づき設置されており、勤務条件についての措置要
求、不利益処分についての審査請求、職員からの苦
情相談に関する事務を処理している。相談内容が多
様化しており、職員の利益の保護と公正な人事権の
行使を保障するための公正・中立な第三者機関とし
て、その役割を着実に果たすことが求められてい
る。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管
室課

事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管
室課

事業名

※課題があるものは■

一般財源の比率（％） □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

※課題があるものは■

一般財源の比率（％） □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

決算額　(千円)
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